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要切除肺結核病巣の最小限界に関する研究

〔第2篇〕 要切除肺結核病巣の最小限界に関する組織化学的研究

京都大学結核研究所外科療法部 (主任 教授 長石忠三)

財団法人和風会医学研究所附属加茂川病院 (院長 西岡詳博士)
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第 1篇に於いて,肺結核病巣の安定化に対す

る化学療法の効果,並びに各種病巣の安定度を

臨床的に検討 し,それ等臨床諸成績に基ずいて

要切除病巣の最小限界に就いて検討を加え,荏

1cm 大以上の乾酪巣並びに径 1cm大以下でも

2区域以上の撒布巣は,一応切除適応として観

察すべきことを論じた｡

第 2第では,切除肺乾酪性病巣を病理組織学

的並びに組織化学的に研究 し,組織化学的所見

からみた乾酪巣の安定化機転 を検 討す ると共

に,乾酪巣の安定化に対する化学療法の効果並

びに各種乾酪巣の安定度を組織化学的に検討

し,第 1第の臨床許成績と比較検討 しつ 要ゝ切

除病巣の最小限界に就いて論じる｡

尚,乾酪巣の安定化を中心とした組織化学的

研究に際 しては,著者は寺松34)等と共に乾酪巣

の軟化融解機転に関する研究によって明らかに

しているように,乾酪性物質の組成々分の申,

乾酪巣の軟化融解を阻止してその安定化を促進

純 太

させると思われる脂質及びカル V ユウム塩の乾

酪巣内に於ける分布,並びに被包乾酪巣の被膜

透過性を低下させその安定化を助長させる乾酪

巣被膜に於けるメタクロマ㌔ア陽性物質の分布

を主として検討 した｡

第 1章 研究対象及び研究方法

研究対象 :昭和28年秋以降昭和32年春迄の期

間中に,京都大学結核研究所,加茂川病院及び

京大結研関係の2,3の施設に於いて切除され

た肺結核病巣約 400個を用いた｡

尚第 3章に述べる治療目標点に達 した乾酪巣

としては,第 1第第 1葦第 2節第 1項に記述 し

た化学療法による治療目標点に達 し,その後に

肺切除術を行った症例18例の切除肺に含まれた

125個の乾酪巣を用いた｡

研究方法 :組織化学的染色法としては,各々

次の染色方法を用いた｡

1)脂質染色

固定並びに包埋-中性ホルマリン固定,カー

ボワックス包埋

染色方法=･(1)ズダン耽染色

(2)ズダンⅣ染色

(3)ズダン･ブラックB染色

2)カルVユウム染色

ン又はカーボワックス包埋

染色方法･･･(I)YonK6ssa民法

(2)Cameron氏ア リザ リンS法

3)メタクロマiyア染色

固定並びに包埋-･中性ホルマ リン固定,パラ

フィン又はカーボワックス包理

染色方法-･大野16)民法による｡即ち
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1｡oトルイヂンプル- 1容

綾 軌 7枚 5容

蒸 溜 水 4容

緩徳液は pH7.0,4.0,2.5,1.2とし,その中

pH 7.0,4.0,2.5 のものは Mc.Ilvain氏緩衝

液を,pH 1.2のものは Clarck and Lubs氏

緩衝液を使用 した｡

更に一般病理組織学的染色として,-マ トキ

ンリンエオヂン染色,VanGieson搭原線維染

也,Weigert弾力線維染色及び Willschowsky-

古井格子線維染色を行って,組織化学的所見と

比較検討した｡

第 2章 研 究 成 績

第 1節 乾酪巣内に於ける可染性脂質の分布

乾酪果内の可染性脂質の分布を次のような 4

種類に分類することが出来る｡

(1) 乾酪巣内に略々均一に可染性脂質を証明

し,更に乾酪巣周辺に結合織被膜に接して濃染

性脂質層が囲繰 しているもの｡ (第 1図及び第

2図)｡

(2) 乾酪渠内に均一に分布する外,年齢状の

濃渠脂質層を認めるもの｡(第 3図)

(3) 乾酪黒内に不規則に濃染性脂質の分布を

認めるもの｡(第 4図)

(4) 乾酪巣周辺に濃染性脂質層が不規則に認

められるもの｡ である｡

以上の4種類に就いて,末々病理組織学的所

見並びに臨床 レ線学的所見と比較すると,(1)

脂質の分布が上記 (1)の分崇に属する場合は,

すべて均一な被包乾酪巣であり,完成 した結合

織被膜に被われ,そこに周焦炎のような糾胞.;受

潤が全 く認められないものである｡ そして,そ

ujr乾酪巣が第5図のように,弾力線維染色で乾

いて乾酪壊死化 したものと,第 6図のように乾

酪性物質中 に格子状線維染色によって線維の増

姉 が著明に認められる増殖性炎に基ずいて乾酪

壊死化 したものとによる差異は認められない｡

(2) 分類 (2)に属するものは,隊原線維染色に

よ-〕て乾酪性物質中oj濃染脂質屑にそって腰原

線維屑も年輪状をなして存在することから,舵
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酪巣が遠心性に拡人 したものと思われる,レ線

的に安定 した結核腫様陰影を皇するものに多 く

認められた｡(3) 乾酪巣内に不規則に濃染性脂

質を認める場合は,その謬原線維染色標本で,

濃染性脂質部に相当して壊死化 した腰原線維を

証明することから,かつて乾酪巣周辺の結合織

線維性被膜に沿って存在 した濃染性脂質屑が,

同乾酪巣が隣接する乾酪巣と融合することによ

って,乾酸性物質の中心部に位置してそのまゝ

残存 しているような場合,即ち融合乾酪巣の場

合に認められる｡(4) 乾酪巣周辺の濃染性脂質

暦の配列が不規則になっている部分には,第 7

図のように細胞浸潤の著明な浸出を認め,或い

は誘導気管枝開口部に相当して細胞浸潤を認め

る等,病理組織学的に末だ何等か活動性の炎症

形態を認める部分である｡

第 2節 乾酪巣内に於けるカルシュウム塩の

分布

乾酪巣に於けるカルシュウム塩沈着形式は次

のように分鞍出来る｡

(1) S./7酪巣全体に塊状にカルVユウム塩が沈

着 し,所謂自重石次化巣を形成するもの｡ (節

8図)

(2) 小類粒状のカルVユウム塩が輩酪巣内に

晴々均一に分布 しているもの｡(第 9図)

この場合は主として溶出性炎から生じた乾酪

巣である場合が多 く,第10図のように肺胞構造

を示 して沈着 している場合もある｡

(3)中程粒状並びに小塊状のカルVユウム塩
が主として乾酪巣周辺部により多 く分布 してい

るもの｡(第11図)

(4) 敢乾巣内に塊状をなして部分的に分布 し

ているもoj｡(第12図)

こ0)堤/LT,-マ トキンリンエオヂン染色では

･一見均一に見える乾乾巣 も実は集合戟酷巣であ

って,カルVユウム塩の沈着している部分と,

沈着していない部分とは病理組織学的に明らか

に病巣の性格が異なり,前者の部分は,肺胞構

造の残存を証明する惨出性炎 に基ず く範酪化

黒,後者の部分は増さ碑睦jJ動 こ基ず く乾酪化巣で

ある｡
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(5) 病巣内に遺残する血管壁等の弾力線維に

一致して線状或いは帯状に分布するもの｡ (節

13図)

以上のように分類される｡

第 3節 乾酪巣の被膜に於けるメタクロマジ

ア陽性物質の分布

戟酸化も完成 して輩酸性物質中に殆んど細胞

浸潤を認めず,又周焦炎も鎮静している乾酪巣

の結合織被膜はメタクロマLyア反応陽性である

が,特に病巣被膜が薄 くなって細胞浸潤も殆ん

ど認められず,その結合織線維 も規則正 しく配

列している場合にはその部分のメタクロマLyア

反応は強陽性である｡これに反 して,被膜に浸

潤 している円形細胞は全 くメタクロマLyア反応

を皇せず,叉結合織被膜の線維の配列が乱れて

その中に細胞浸潤が認められる部分では,結合

織被膜自体にもメタクロマ,Jア反応は殆^ど認

められない｡

叉,この結合織被膜に認められるメタクロマ

ジア陽性物質は pH1.2で反応 (±)pH2.5で

(+)であり,ヒアルロニダーゼ並びにその他の

諸分解酵素によって極めて分解され難い物質で

ある｡

第3章 組織化学的観点からする乾酪巣の安

定化のための条件及び各種乾酪巣の

安定度

第2章に述べた乾酪巣に於ける脂質,カル V

ユウム塩及びメタクロマLyア陽性物質の分布形

式に就いて,その各々が病巣の安定化にどのよ

うな役割りを果 しているかを追求 し,組織化学

的観点からみた乾酪巣の安定化の為の条件 を定

め,各種乾酪巣の安定度に就いて検討 を加え

る｡

元来,脂質は化学的にも不活性,嫌水性の物

質であり,輩配巣と周匪組織との流通を阻害す
ると共に,後述する我々の研究成績にも明らか

なように,各種蛋白分解酵素に対 して酵素浩性

阻害作用を有 している｡従って第2章第 1節の

分類;の申 ,(l)及び (2)に属する分布形式,即ち,

濃染性脂質層が乾酸性物質の外周を規則正 しく

取巻いている場合,その乾酪巣は脂質分布所見

京大結研紀要 第7巻 第3号

からすると最も安定 した病巣であるということ

が出来る｡

カル Vユウム塩に関しては,カルL/ユウムの

沈着が乾酸性物質の異物化を増大させ,それに

よってその安定化を促進させることは明らかで

あり,従って第 2節の分類 (1)及び (2)に属す

る乾酪巣が,カルVユウム塩分布所見からして

最 も安定 しているということが出来る｡又メタ

クロマLyア陽性物質の分布に関しては,後述す

るように,メタクロマLyア陽性物質は乾酪巣の

透過性を低下させその安定化を助長する性質を

有 しており,従って,乾酪巣被膜の結合織線維

が規則正 しく配列して,そのr回こ細胞浸潤も認

めず,メタクロマLyア反応強陽性の場合,結合

織被膜の観点からすればその乾酪巣は最も安定

しているということが出来るのである｡

以上の組織化学的研究成績に基ずいて,革酪

巣の安定化を組織化学1軸 こ決定する基準として

次の3条件を挙げることが出来る｡

即ち

(1)乾酸性物質の外周に,規則正 しい濃染性

脂質層を認めること｡

(2) 乾酪巣の結合織被膜が完成 し,規則正 し

く配列した結合織線維にメタクロマジア陽性物

質を認めること｡

の 2項が必要条件であり,

(3) 乾酪巣内に略々均一にカルVユウム塩の

沈着を認めること｡

を充分条件として挙げることが出来る｡

これ等の条件を具備 した最も安定 した乾酪巣

第14図 組織化学的に最も安定した像を
呈する乾酪巣の模式図
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の組織化学的所見を模式図で示せば第14図 の通

りである｡

次いで,以上の 3条件を基として,切除帖乾

酪性病渠 407イ闘こ就いて組織化学的検討を行な

い,病裏の 大きさによってその安定度を比較 し

たところ,第9表のような成績 となった｡こC7)
成績は,切除術前に施1'｣̀された化′､君責法の有無

或いはその嵐とは=:i.[出莫j係に,すへてCjj乾酪裏を
その人 きさによって分類 したものである｡

第 9表 組織化学的判定基準に某ずく乾酪巣の安定度

】
015cm以下 293 j293(100%);0

0.6-0.9cm 84

1cm 以上 30

69(82.1%)i15(二17.9%)

6 (2.0/oj!24(8.%)

計 E 407 368 :39

そこで,乾酪黒の安定化に及ぼす化学療法の

影響を組紳ン化学的に検討する目的で,第 1第第

1章第 2節に述べた治療 目標点に到達 し,その

後切除された範酢性病渠 125個に就いて組織化

学的にその安定度を検討 した1その成績を第10
表に示す｡

第10表 組織化学的判定基準に基ずく治療目標点

到達後の乾酪巣の安定'変

病巣の大きさ検討病巣数l 安 )ii :不 安 左

0･5cm 以下 95 .95(loop/占)

1cm 以上 ･ 6 1(16.7%) 5(83.3%)

第4章 総括並びに考按

肺結核乾酪性病黒が安定化 しているというこ
とは,病巣内の乾酪性物質が外部か らの影響を

蒙 り難 い 環堤にあ り, しか も乾酸性物質それ 自

体の日家融解酵素 も酵素廿性を失って容易に軟

化融解を起 し≦堆い状態にある ことに外 な らな

い｡即ち,この状態にあっては,堰酢黒内の乾

酪性物質は拾か も肺内異物の形で被包化 されて

いるとい し得 るのである〕
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従って,乾酪巣の安定化機転は,その軟化融

解機転 と表裏の関係にあることは容易に首肯 し

得 ることであって,この意味か ら,乾酪黒の安

定化機転を諭ず るに先立って,先ず乾酪巣の軟

化融解機転に関する我々の見解に就いて略述す

るこ(その訂師に就いては既に寺松 24)等 によっ

て報苫せ られた,I)

我々の乾酪粟の軟化融解に関する検討諸成精

の要旨並びにその見解は次の通 りである｡

先ず我々は,安定化 している被包乾酪巣の乾
酪性物質の化学的組成と,軟化融解 しっ ゝある

範酢性病楽の範酸性物質のそれとを比較検討 し

たこ′その結 果後者は前者に比べてカルVユウム

蟻の減少 と共に可溶性蛋白,脂肪酸及び有機酸

が明 らかに増量 しているのを認めた｡ このこと

は､-'J禁のことではあるが乾酪巣が軟化融解する

に際 しては,乾酪性物質中の蛋白質及び脂質が

:-)一々 それ/寺に対する分解酵素によって分解 され

ていることを示 している｡ とするならば,この

ような乾酪裏の組成変化を招来す る各種酵素浩
性は,離酸性物質それ 自体に含 まれているもの

か,或 い は位酪巣外部よりの侵襲によるものか
を決定することが先づ必要である｡

そ こで,配酪黒内の自家融解酵素の活性の有

無及び程度を検討してみた｡その成績によれば

切除怖病巣か ら得た種々の状態の革新性物質の

申,硬い乾酪性物質では,pH 3,4,5,6,7及び

8の何れの綾的液中 に於いて も自家融角眉ま殆ん

ど認められず,それに対 して,軟い乾酪性物質

では,pH 4,5,6及び 7では前者 と同様である

が,pH 3及び8の緩衝液中 に於いてはかなり

の程度の自家融解が認め られた｢｡併 しなが ら,

この成績 と,既に著者 14)等が幸腔_‡したように,

_jj三体内に於ける乾酪狼の pH が 6-7.5の:圃川

内にあることを考え併 せ る と,Jobling8) 及び

Schmol122) 等のいうように,硬い乾酪性物質を

有 し安定 した状態にある乾酪巣では,乾酪性物

質の自家融解は殆んど起 らないと考えてよ く,

耳摘 三軟化融解 しっ ゝある乾酪巣で も,その車 の

乾酪性物質の自家融解は極めて除々にしか進行

しないと考えてよいのである｡

このように乾酪巣では,その中 の乾酪性物質
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の自家融解が甚だ起り難いものであるとするな

らば,生体内で乾酪巣が軟化融解す るために

は,主として乾酪巣外から巣内に新たに浸出し

て来た組織液又は細胞群に由来する各種の分解

酵素が絶えず補給せられ,強力な分解が推進さ

れねばならないと考えられるのである｡

そこで我々は切除肺から得た新鮮な乾酪性物
質に各種蛋白分解酵素を添加 し,その分解の程

度を検討 したところ,乾酪性物質は少量の蛋白

分解酵素の添加によっては殆んど分解されず,

大量のそれ等酵素の添加によって始めて著明な

分解を認めるに到るものであることを知った｡

その際我々は Jobling8)等も既にいっているよ

うに,実験的に乾酪性物質中の脂質劃分が蛋白

分解酵素に対する阻害作用を有す ることを認

め,このことが少量の蛋白分解酵素では乾酪性

物質の著明な分解を認め得ない理由であると考

えるに到ったのである｡

これ等の諸成績から,我々は,現在安定化 し

ている被包乾酪巣が,再び不安定な状態となり

乾酪性物質の軟化融解が始まるということが若

しあるとすれば,それは巣外から巣内にむかつ

て大量の分解酵素群が進入することによっての

み可能であると考えているのである｡ 換言すれ

ば,乾酪巣が安定化するためには,新たに巣外

から大量の酵素群が乾酪性物質中に侵入し得ぬ

状態になっており,しかもその状態が恒久的で

あるということが必要である｡従って乾酪巣の

安定化の程度を知る一つの重要な条件として,

その乾酪巣の被膜の透過性の如何ということが

問題となるわけである｡

そこで我々は乾酪巣の安定化の程度を組織学

的に知る方法の一つとして,乾酪巣の内外から

する物質の交通路及び交通量を検討 した｡即ち,

山本(利雄)26),石川及び宮林等ほ,乾酸性物質

と周囲組織との一つの交通路として,乾酪巣被

膜の透過性と,誘導気管枝の開口密度に就いて

検討 し,高橋(潮)23)は気管枝動脈を中心とした

血管系による乾酪巣内外の交通に就いて検討 し

たのである｡

その結果,乾酪巣の被膜透過性に関しては,

肺結核病巣が乾酪化 し,その結合織被膜が形成
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せられ,周辺の急性炎症像が消極す るに従っ

て,病巣内外の交通量は次第に低下することが

明らかとなり,更にそれ等乾酪巣を組織化学的

に検討すると,乾酪性物質の外周に濃染性脂質

層を証明し,又乾酪性物質を取開む結合織被膜

に各種酵素によって消化され難いメタクロマジノ

ア陽性物質を認め,且つそれらが第15図に示す

模式図Aのように規則正 しい層状構造を示す場

令,被膜を透してのその乾酪巣内外の交通量の

低下は局限に達すること,及びこれに対 して同

図 B,C,D及び Eのような乾酪巣或いはその

軟化融解によって生じた空洞等の場合には,た

とえ一見被膜は形成されているようでも,上記

の層状構造を示さない部分を通じて,尚相当量

の物質の交流が認められることがわかった｡

第15図 乾酪巣及び空洞の外部構造の模式図

ED) (E)

章 一 乾酪性物質 =iYji,,→ 濃染性脂質層

~1
■■t■ー

メタクロマジア陽性層及び結合織線維層等
が規則正しい層状構造で認められる部位

上記の層状構造がみられないか,又は規則
正しい層状構造が認められない部位

･l･:I.-I.･L.:J::･一十 細胞浸潤

以上のような我々の乾酪性物質の軟化融解に

関する諸成績及び乾酪巣の安定化に関する諸見

解に基ずいて,著者は乾酪巣の安定化に対する

組織化学的検討に当っては,乾酪性物質中の脂

質及びカルVユウム,並びに乾酪巣結合織被膜

巾に存在するメタクロマiyア陽性物質の検討を

主としてその対象としたのである｡

而 して,これ等組織化学的所見からする各種
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の乾酪巣の安定度に関する諸成績は第 3章で詳

述 したように,術前施行した化学療法剤の有無

或いはその程度等に無関係に選択 した407個の

乾酪巣の安定度は,第9表に示されているよう

に,乾酪巣の大きさ径 1cm 大を損としてその

FT即こ著明 な差を見出し,径 1cm 人以上の乾酪

巣は組織化学r畑こ極めて不安定な像を示す場合

が多いことが判明した｡

次いで著者は,乾酪巣の安定化に対する化学

療法の効果に就いて,それを組織化学的に検討

するため,化学療法によって治療目標点に達 し

た乾酪巣の組織化学的安定度を検討し,その成

績を第10表に示 した｡ この成績と,上述の術前

化学療法剤と無関係に選択 した乾酪巣の組織化

学的安定度に関する第9表の成績とを比較考察

すると,往 0.6cm-0.9cm 人の乾酪巣では,

後者が84個中15個 (17.9Cを,)に不安定なものを

合んでいるに反 して,治療目標点に達 した病巣

では,24個申2個 (8.3Cb')に過 ぎない〔 これ

に対 して,径 1cm大以上の乾酪巣の安定 度

は,前者83.3%,後者80%と両者の問に何等の

差違を認めなかったのである｡ このことは径 1

cm 大以下の乾酪巣は,充分な化学療法によっ

て,その被包安定化が促進されるのに対 して,

径 1cm 大以上の場合には,病巣安定化に対す

る化学療法の効果が組織化学的に殆んど認めら

れないことを示 している｡

この乾酪巣被膜よりの透過性を中 心とした病

巣安定化に関する著者の成績 と,乾酪性物質と

周囲組織との問の他の重要な交通路である誘導

気管枝の開存及び病巣附近の気管枝動脈の増姉

分布に関する成績 とを比較す ると,LLl本 (刺

雄)26)は,乾酪巣誘導気管枝の開存率はその病

巣の大きさによって異なり,小葉大以上になる

と,その開存率は著明に増人する｡ 即ち誘導気

管枝を通じて,その乾酪巣が軟化融解する侶陰

性は径 1cm大を境として増大するとい ｣,叉

高橋(潮)23)は径 1cm大以下の乾酪巣には気管

枝動脈の侵入を殆んど認め得なかったと述べ,

何れも著者の成績 と比べて病巣の大きさとその

安定度に関して一致 した結論に達している｡

これ等の諸成績を綜括すると,乾酪巣の安定
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化は,組織学的並びに組織化学的観点からする

とその病巣の大きさに密接な関係を有 し,その

限界は小葉人即ち径 1cm 大にあるといい得る

のである｡

換言するならば,径 1cm 人以上の大きさの

乾酪某はその軟化融解の侶険性が極めて 人き

く,更にその安定化に対する化学癖法の効果も

組織化学的に認め得ないと考えられ,従って組

織化学的観点よりする要切除病巣の最小限界に

関して,次の如 く結論し得るのである｡

結 論

著者は第2篇に於いて切除柿乾酪巣を組織化

学的に研究 し,組織化学的所見からする乾酪巣

の安定化機転並びに各種乾酪巣の安定度を追求

し,それ等研究諸成績に基ず く要切除病巣の硫

小机界を検討 して次の結論を得た｡

(1) 乾酪巣に於ける可染性脂質分布形式を4

種類に分類 した｡その中,濃染性脂質膚が乾酪性

物質の外周を規則正 しく取巻いている場合,そ

の乾酪巣は脂質所見からみて最も安定である｡

(2) 乾酪巣に於けるカルVユウム塩分布形式

を 5種類に分類 した｡一般にカルVユウム塩は

溶出性炎から乾酪化 した病巣に沈着の傾向が人

であり,叉乾酪巣内に略々均一に分布 している

場合,その病巣は最 も安定である｡

(3) 乾酪巣被膜がその中に細胞浸潤も認めら
れない規則TFA.しく配列した結合織線維より成る

場合,その結合織線維中に規則正 しいメタクロ

マジア陽性物質を証明し,その病巣の被膜透過

性は低下 し,従って安定度が高い｡

(4)乾酪巣の安定化は壊死物質が次第に乾酪

化 して,周焦炎が消槌 し,乾酪性物質の外周を

濃染する脂質層が囲統 し,更にその外側をメタ

クロマiyア陽性物質が沈着した規則IT.しい紙合

繊被膜によって被包されることによって完成さ

れる｡

(5) 乾酪架の安定度を組織化学的に判定する

基準としては,a)乾酪性物質の外周に規則TTI.

しく配列した濃染性脂質層を認めること｡ b)

規則正 しく配列した結合織被膜にメタクロマL;I

ア陽性物質を認めること,を必要条件 とし,
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C)乾酪性物質内に晴々均一にカルVユウム塩

の沈着を認めること,を充分条件とする｡

(6)上記基準に基ずいて, 切除肺乾酪巣407

個の組織化学的安定度をその大きさによって分

類検討すると,径 0.5cm～0.9cm 大の乾酪巣

では17.8%,径 1cm 大以上の乾酪巣では80%

の率で不安定な病巣を認めるのに対 して,治療

目標点に達 した125個の乾酪巣では,前者8.3

%,後者83.3%に不安定な病巣を認めた｡

(7) 従って,径 1cm 大以下の乾酪巣では,

化学療法の施行によって,その安定化が著明に

促進されることが組織化学的に証明されるのに

対 して,径 1cm 大以上のものでは,化学療法

の効果を全 く認めることが出来ない｡

(8)組織化学的観点からする乾酪巣の安定化

は,その大きさに密接な関係を有 し,その限界

は径 1cm 大である｡

(9)従って,組織化学的研究成績に基ず く要

切除JnJ'乾酪性病巣の最小限界は径約 1cm大で
ある｡

全篇総括並びに考接

肺結核に対する化学療法の効果として,病巣

の縮小叉は消失が招来される場合,或いは化学

療法後尚空洞像が存在し,又は排薗陽性のため

外科的療法の対称となる場合等は別として,氏

期化学療法によって,乾酪巣の被包安定化,読

いは空洞の縮小や充実空洞化といった過程を辿

る場合も多いことは周知の通りである｡

現在,このような遺残肺病巣の再発の可能性

を適確に判定する方法が極めて少なく,その為

にこのような場合に於ける治療方針の決定に関

しては,種々の意見が多 くの人々によって報告

されているのが現状である｡

我が国に於いては,宮本13)は誘導気管枝の開

放率から,叉加納10)は病巣の病理細菌学的観点

から,各々 1cm 大以上は切除すべきであると

し,塩沢?1)は更に大豆大であっても3カ以上群

をなすものは切除適応としている｡

鈴木20),藤田5)並びに香川9)等は,2cm 大以

上を絶対手術適応,1cm 乃至 2cm 大を比較

Ⅰ粘菌応とし,山本26)は乾酪巣の軟化融解機転か
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ら考察 して1cm大以上の切除を強調 している｡

一方,堀江6)は病巣の細菌学的検索に基ずい

て,病巣の大きさにより切除適応は決め難いと

しており,辻75),砂原19)等は,小葉大以上の病

巣は必然的に再悪化するという考え方は再検討

を要するとして,透亮像のない限り一応化学療

法を継続すべきであるとしている｡

Edward4) 等 も真の切除適応は開放性空洞の

みであり,乾酪巣に対する切除範囲の決定は今

後の研究に侯たねばならないとしている｡

R.H.Ebert3)等は病巣の大きさや分布簡閲,

又化学療法前の病巣の性質等によって治療方針

を決定すべきであり,一律に切除適応範囲を決

めることは出来ないといっている｡

一般に,我が国のみならず諸外国の文献によ

っても,2cm 大以上の乾酪巣の切除 は異論の

ない所であり,1cm 乃至 2cm 大の大 きさの

乾酪巣の切除適応如何が最 も問題となるところ

のようである｡

著者は,化学療法施行によ る病巣 の安定化

と,治療目標点に達 した病巣の安定度に就いて

臨床的並びに組織化学的に研究 したところ,臨

床的に,化学療法の施行によって病巣の安定度

は明らかに助長され るが,その効果は径 1cm

大以上の病巣では余 り著明でなく,又治療目標

点に達 した病巣でも,径 1cm 大以下の病巣の

再燃率が2.9%であるのに対 して,径 1cm 大

以上の病巣の再燃率は42.7%となり,その再燃

率に著明な差を認めた｡更に又,組織化学的研

究成績に於いても,組織化学的観点からする乾

酪巣の安定度は,その病巣の大きさによって大

差が認められ,その限界は径 1cm 大であると

いう結果を得,又径 1cm 大以上の乾酪巣の安

定化に対する化学療法の効果 は全 く認められ

ず,臨床成績を裏付ける結果を示 したのである｡

これ等の成績から,著者は要切除病巣の最小

限界として以下のようにその成績を要約するこ

とが出来る｡

即ち,肺結核病巣の安定化に対する化学療法

の効果は,径 1cm 大以上の病巣に対 しては極

めて不完全であり,又たとえ化学療法の施行に

よって所謂治療目標点に達 した病巣でも,それ
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がレ線 的に径 1cm 大以上の人 ききの もので

は,その再燃の可能性がかなり人きく,従って

雪珊j:･の許す限 り肺切除術の適応を考慮すべきで

ある｡

全 篇 結 論

化学療法後の遺残肺病巣に対する切除術の適

応を論ずるに当って,要切除病巣の最小限界を

奈辺に吊 くべきかに就いて検討することは,覗

在,1M潮i'核の治療上極めて重要な問題である｡

著者は怖結核に於ける化学癖法の病巣安定化

に及ぼす効果,並びに化学療法により一応治療

目標点に逢 した病巣の再燃率を臨休的に検討す

ると共に,組織化学t伽 こ乾酪巣の安定化の機転

並びに各種乾酪巣の安定度を追求 し,それを臨

抹成希責と比較検討することによって,化学療法

後の要切除病巣の最小TL:i-7界に関して次の結論を

得た ｡

(1) 化学療法未施行例の肺結核病巣の再燃率

は28.5%であり,治療目標点到達後の病巣の再

燃率は7.4% である｡又それを病 巣中に含まれ

る圭乾酪巣の大きさによって分類すると,径 1

cm 人以下の場合,前者 20.8% に対 し後者2.9

,oG/,径 1cm 人LlJ上の場合,前者 68.7%,後者
42.7,giTiである｡

(2) 従って,化学療法の施行によって,病巣

の安定度は助長せられる｡併 し,その効果の程

度は,径 1cm 人以上の乾酪巣を含む暗渠では

あまり明 らかでな く,往 1cm 人以下の乾酪製
を合むものに著明である∴

(3)径 1cm ノヾ以下の乾酪集を含む病巣で再

茄 した5例の申,4例まではその病渠分布域が

2区域以上にわたるものである｡

(4) 乾酪巣の安定化は,壊死物質が完全に乾

酪化 して周焦炎も消腿し,組織化学的にメタク

ロマiyア陽性物質の沈着を認める規則正 しく配

列した結合織被膜によって被包されると共に,

乾酪性物質の外周 を濃染する脂質層が規則正 し

く剛柾することによって完成される｡

(5)乾酪巣の安定度を組織化学的に判定する

基準としては,a)完成 した結合織被膜にメタ

クロマIJア陽性物質を認めること｡b)乾酪性
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物質の外周に規則正 しく配列した濃染性脂質情

を認めること,を必要条件 とし,C)乾酪巣内

に略々均一にカルンユウム塩の沈着を認めるこ

と,を充分条件とする｡

(6)上記去早勘こ基ずいて, 切除全乾酪巣407

佃の安定度を組織化学的に判定 し,その人きさ

によって分37･i'さ検討すると,径0.5cm～0.9cm 人

のものに17.8%,径 1cm 大以上のものに80%

の率で二不安定な病巣を認めるのに対 して,治瞭

目標点に達 した125個の乾酪巣では,前者8.3%,

後者83.3%である｡

(7) 従って,化学療法の施行による乾酪里の

安定化促進は,組織化学｢和こ径 1cm人以下の

乾酪製にのみ認められるに過ぎない｡

(8)乾酪渠の安定化は,組織学的Il11',A.びに組職

化学的観点からすると,その大きさに密接な関

係を有 し,その限界は径 1cm 人である｡

(9) 以上の諸成績によって,肺結核病史の安

定化に関する臨休的検討諸成績は,組純化J､i:=lrl')

検討成績によって袈廿けられ,臨JJ榊勺Illr,A.びに 組

織化学的研究による要切除肺結核病 巣の最小限

界を次のように要約出来る｡

即ち,化学樺法によって所謂治療日標点に逢

した病巣で も,それがレ線｢郁こ径 1cm 大以上

の人きさのものでは,臨昧 的にその再燃の可 能

性がかなり大きいと共に,組織化学l抑 こも不安

定な組織像を示す場合が多い｡従 って径 1cm

人以上の乾酪巣を合む場合,事情の許す限 り伸

LJ]除術の適応を考慮すべきであり,又たとえそ

の申 に含まれる乾酪巣の大きさが径 1cm 人以

下であっても,その病巣の撒布域が2区域以上

にわたるもC/)では,尚若干の再燃が考えられ,

従って一応切除を考慮 しつ 慎ゝ重に経過を観察

することが必要である｡

(尚木論文の要旨は第 9回円木胸部外科学会総会及び

'3,-32回R木結核病学会総会に報告した.)
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